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市民アンケートでは、

97.6％の人が、「文化的な資源

や宝」を次世代に伝えていくこ

とが重要だと考えていることが

わかったよ。

よすみちゃん
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「出雲市歴史文化基本構想」は
出雲市ホームページでご覧いただけます。

宍道湖

日本海

斐伊川

神戸川神戸川

出雲市

この構想で出雲市

ならではの文化財の

特色が見えてきたんだ。

今後はその特色に

合わせた保存・活用の取組を

進めていくよ。

　　

調査の結果、

市内の文化財の

特徴的なテーマを

見出すことができたんだ。

中世港湾都市を引き継ぐ町

並みや木綿をはじめとした

生業に関わる文化財群

「木綿街道」と出雲平野の生業

浜や浦が特徴的な景観を形

づくり、海との関わりの深い

生業や暮らしが息づく区域

「島根半島」の“浜”と“浦”

出雲大社、日御碕神社、鰐淵

寺、大寺の仏像群など神々

と仏に関わる文化財群

神仏の歴史と文化

出雲大社と門前町を構成す

る文化財が数多く存在する

地域

出雲大社と門前町

神西湖の景観、新田開発の

歴史、シジミ漁など湖の風

情豊かな区域

凡例（国指定）

　国宝・重要文化財　

　史跡

　名勝・天然記念物

　その他（浦など）

神西湖の文化的景観と生業

田儀櫻井家、田部家のたたら

製鉄遺跡を中心とした区域

たたら製鉄遺跡群と農山村景観

神戸川での漁業や沿岸での

暮らしを中心とした区域

神戸川と沿岸のくらし

荒神谷遺跡、今市大念寺古墳な

ど主要な古代遺跡が多い区域

出雲の弥生遺跡と古墳

築地松などが特徴的な景観を

形づくる出雲平野の散居集落

築地松の文化的景観とくらし

おたずね／文化財課 ☎21-6893
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